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私
は
昨
年
十
月
の
浜
中
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
無
投
票

で
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
を
は
じ

め
各
方
面
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
の
当
選
は
、
誠
に

光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
民
の
皆
様
よ
り
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
期
待
に
応
え
て
町
政
を
担
う
こ
と
は
正
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
三
月
十
一
日
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生

し
、
東
北
地
方
を
中
心
に
想
像
を
絶
す
る
被
害
に
み
ま
わ

れ
、
ま
た
福
島
原
発
事
故
に
よ
り
多
く
の
方
が
未
だ
に
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
町
に
も
三

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
津
波
が
押
し
寄
せ
、
幸
い
に
し
て

人
的
被
害
は
無
か
っ
た
も
の
の
ウ
ニ
養
殖
施
設
や
暮
帰
別

漁
船
保
全
施
設
な
ど
漁
業
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
受

け
、
暮
帰
別
漁
船
保
全
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
港
湾
災
害

復
旧
事
業
と
し
て
本
年
六
月
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。本
町
は
地
震
、津
波
の
常
襲
地
帯
で
あ
り
ま
す
が
、「
東

日
本
大
震
災
」
は
防
災
に
対
す
る
考
え
方
を
大
き
く
転
換

さ
せ
る
教
訓
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
防
災
対
策
で
は

防
ぐ
こ
と
が
難
し
い
災
害
が
予
想
さ
れ
、
い
つ
襲
わ
れ
る

か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
危
機
管
理
体
制
を

確
立
し
て
被
害
を
い
か
に
最
小
限
に
食
い
止
め
る
か
と
い

う
減
災
の
視
点
か
ら
、
被
災
し
て
も
人
命
が
失
わ
れ
な
い

こ
と
を
最
優
先
し
、「
い
か
に
早
く
逃
げ
る
」
こ
と
を
前

提
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
基
本
に
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の

施
策
を
組
み
合
わ
せ
た
「
多
重
防
御
」、「
浜
中
町
防
災
計

画
」
と
「
地
域
防
災
力
」
の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
漁
業
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
政
府
は
昨
年
十
一
月
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
（
環
太

平
洋
経
済
連
携
協
定
）
へ
の
交
渉
参
加
の
意
向
を
示
し
ま

し
た
。
同
協
定
は
例
外
な
き
関
税
の
撤
廃
を
目
指
す
も
の

で
あ
り
、
本
町
の
基
幹
産
業
を
守
る
た
め
に
も
断
固
と
し

て
協
定
参
加
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
昨
年
の
本
町
の
両
産
業
の
生
産
状
況

で
す
が
、
酪
農
に
つ
い
て
は
牧
草
、
生
乳
生
産
は
実
績
、

計
画
と
も
に
一
昨
年
を
上
回
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、酪
農
戸
数
も
離
農
に
よ
る
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

新
規
就
農
者
で
現
状
維
持
を
保
っ
て
お
り
ま
す
。

　

漁
業
に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
消
費
の
低
迷
が
続
く
中

で
鮭
鱒
や
秋
鮭
の
不
漁
、
そ
し
て
昆
布
漁
に
つ
い
て
も
大

変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
サ
ン
マ

漁
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
順
調
な
水
揚
げ
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ウ
ニ
の
完
全
養
殖
に
つ
い
て
は
、
震
災
の
影
響

が
あ
っ
た
も
の
の
、
着
実
に
生
産
さ
れ
て
お
り
安
堵
し
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
実
施
を
予
定
し
て
い
る
建
設
事
業
で
あ
り

ま
す
が
、
霧
多
布
港
湾
東
防
波
堤
や
散
布
漁
港
本
港
の
外

郭
施
設
は
、
引
き
続
き
整
備
工
事
が
進
め
ら
れ
る
ほ
か
、

一
昨
年
、
昨
年
に
引
き
続
き
茶
内
団
地
の
公
営
住
宅
建
設

事
業
を
一
棟
五
戸
平
屋
建
で
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
築
四
十
四
年
を
経
過
し
老
朽
化
の
著
し
い
霧
多

布
小
学
校
体
育
館
の
建
設
を
実
施
す
る
ほ
か
、
公
共
下
水

道
事
業
は
最
終
地
区
で
あ
る
浜
中
市
街
の
一
部
を
供
用
開

始
し
、
平
成
二
十
五
年
度
の
完
全
供
用
開
始
に
向
け
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

未
だ
続
く
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
第
五

期
浜
中
町
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
の
テ
ー
マ
で
あ

る
「
生
命
支
え
る
大
地
と
海　

自
然
と
調
和
す
る
ま
ち
・

は
ま
な
か
」
の
実
現
の
た
め
、
町
民
の
皆
様
と
知
恵
を
出

し
合
い
な
が
ら
、
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
、
個
性
豊
か
な
活
力
あ
る
浜
中
町
の
将
来
の
展
望

を
切
り
開
き
、
町
民
の
皆
様
が
誇
れ
る
浜
中
町
の
実
現
の

た
め
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
、
町
民
の
皆
様
が
健
康
に
過
ご
さ
れ
、
天
候
に

恵
ま
れ
農
漁
業
の
生
産
が
高
ま
る
良
い
年
に
な
る
こ
と
を

願
う
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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長　
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博

　

副　
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賢

　

教　

育　

長　

内　

村　

定　

之

浜
中
町
議
会

　

議　
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朗
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男

　
　
　

〃　
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文

　
　
　

〃　
　
　

菊　

地　

哲　

夫

　
　
　

〃　
　
　

成　

田　

良　

雄

　
　
　

〃　
　
　

中　

山　

真　

一

　
　
　

〃　
　
　

川　

村　

義　

春

　
　
　

〃　
　
　

竹　

内　

健　

児

　
　
　

〃　
　
　

野　

﨑　
　
　

勇

　
　
　

〃　
　
　

加　

藤　

弘　

二

監
査
委
員

　
代
表
監
査
委
員　

天　

木　

保　

洋

　

委　
　
　

員　

鈴　

木　

敏　

文

教
育
委
員
会

　

委　

員　

長　

栗　

本　

英　

彌

　

職
務
代
理
者　

天
間
館
り
ゅ
う
子

　

委　
　
　

員　

安　

藤　

秀　

昭

　
　
　

〃　
　
　

掛　

水　
　
　

優

農
業
委
員
会

　

会　
　
　

長　

鈴　

木　
　
　

誠

　

職
務
代
理
者　

梅　

原　

順　

一

　

委　
　
　

員　

白　

川　

英　

之

　
　
　

〃　
　
　

永　

洞　

忠　

志

　
　
　

〃　
　
　

小
田
原　

憲　

一

　
　
　

〃　
　
　

熊　

谷　

唯　

志

　
　
　

〃　
　
　

小　

椋　
　
　

守

　
　
　

〃　
　
　

穴　

吹　
　
　

栄

　
　
　

〃　
　
　

百　

　々

英　

夫

　
　
　

〃　
　
　

伊　

藤　

宜　

男

　
　
　

〃　
　
　

白　

川　

俊　

明

　
　
　

〃　
　
　

　

島　

道　

夫

　
　
　

〃　
　
　

押　

切　

裕　

子

選
挙
管
理
委
員
会

　

委　

員　

長　

田　

畑　

秀　

子

　

職
務
代
理
者　

熊　

谷　
　
　

正

　

委　
　
　

員　

熊　

谷　

悦　

子

　
　
　

〃　
　
　

田　

中　

政　

明

　

補　

充　

員　

村　

元　

了　

惠

　
　
　

〃　
　
　

山　

平　

忠　

歳

　
　
　

〃　
　
　

髙　

橋　
　
　

繁

　
　
　

〃　
　
　

目　

黒　

耕　

次

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

委　

員　

長　

諏　

訪　

良　

夫

　

委　
　
　

員　

田　

畑　

睦　

男

　
　
　

〃　
　
　

田　

中　

裕　

作

　

ほ
か
職
員
一
同

あ
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
さ
い
ま
す

浜中町長　松　本　　　博

年
頭
に
あ
た
っ
て

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の

皆
様
に
は
ご
家
族
お
揃
い
で
つ
つ
が
な
く
新
春
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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のお知らせ

お 問 い 合 わ せ 先
北海道後期高齢者医療広域連合

役場　町民課　保険年金係 　☎　62－2187

住所　〒060－0062　札幌市中央区南2条西14丁目　国保会館内
☎　011－290－5601

●高額介護合算療養費について

●医療費通知の送付を希望される方へ

●保険料の納め忘れはありませんか？

　医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。
　同じ世帯の被保険者が、「病院にかかったとき」と「介護サービスを利用したとき」の１年分の自己負担額の
合計が表の基準額（限度額）を超えた場合は、超えた額が「高額介護合算療養費」として支給されます。なお、
手続きには申請が必要となります。
　○後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。
　○支給額が500円未満の場合は支給されません。

　北海道後期高齢者医療広域連合では、被保険者の皆様に健康や医療に対する理解を深めていただくために、皆
様の医療費を半年ごとにまとめ、発行をご希望の方を対象に医療費通知を送付しています。次回の発行は、３月
（平成23年７～ 12月の医療費を対象）に行います。

●納付書、年金でお支払いの方は、口座振替に変更することができます。
　　「年金」のお支払いから変更できる時期は、申し出の時期により異なります。
●税申告の際、「社会保険料控除」は、保険料をお支払いする方（口座名義人）が受けられます。

※納付書払いでの保険料の納め忘れが多発しています。
　ご自分のお支払い方法については、保険料額決定通知書（納入通知書）をご確認ください。

～高額介護合算療養費及び医療費通知について～

◆自己負担限度額表

◆保険料のお支払いを「口座振替」に変更できます

《新たに発行をご希望の方はご連絡ください》

【１年分の自己負担額の計算期間：８月１日～翌年７月31日】

負担割合 区分 自己負担額の合計の基準額
３割 現役並み所得者 67万円

１割
一　　　　　　般 56万円

住民税非課税世帯
区分Ⅱ（※１） 31万円
区分Ⅰ（※２） 19万円

※１　世帯全員が住民税非課税である方
※２　�世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金収入のみの場合、その受給額が

80万円以下）、または老齢福祉年金を受給している方

お申し出の際には、「本人の保険証、預金通帳、お届け印」が必要です。
「口座振替」をご希望される方は、町民課保険年金係までお申し出ください。
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平
成
二
十
三
年
中
に
所
得
の
あ
る
方

で
、平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
現
在
、

本
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
は
申

告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■�

次
の
よ
う
な
方
は
申
告
を
要
し
ま

せ
ん

　

一
、生
活
扶
助
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

　

二
、�給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
を
さ
れ

て
い
る
方

■
申
告
に
必
要
な
も
の

　

一
、�二
十
三
年
中
の
収
入
と
経
費
が
明

ら
か
に
で
き
る
も
の
（
収
入
内
訳

書
・
領
収
書
・
源
泉
徴
収
票
）

　

二
、�家
族
の
状
況
が
明
ら
か
に
で
き
る

も
の

　

三
、�二
十
三
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保

険
料
・
個
人
年
金
証
明
書
等
、
国

民
年
金
保
険
料
等
を
支
払
っ
た
旨

を
証
す
る
書
類
、
地
震
保
険
料
証

明
書
、
長
期
損
害
保
険
料
証
明
書

（
平
成
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
の
契
約
締
結
分
）

　

平
成
二
十
三
年
分
の
「
給
与
所
得
の
源

泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
」
及
び
「
同
合

計
表
」
の
提
出
は

直
接
　
釧
路
税
務
署
へ 

「
給
与
支
払
報
告
書
」、「
同
総
括
表
」
及

び
「
退
職
所
得
の
特
別
徴
収
票
」
な
ど
の

提
出
は

直
接
　
浜
中
町
へ

（
浜
中
町
に
二
十
四
年
一
月
一
日
現
在
、

住
所
が
あ
る
方
）

※
そ
れ
以
外
の
方
は
、
直
接
受
給
者
の
所

在
市
区
町
村
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
二
十
四
年
一
月
三
十
一
日
㈫
ま
で
に

各
提
出
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
必
着
）

平成23年分

所得申告
相談始まる

24年度
町・道民税の申告も

平
成
23
年
分
申
告
相
談
は
下
記

日
程
で
行
い
ま
す

法
定
調
書
の
提
出
を
忘
れ
な
い
で

注
意

　

白
色
の
事
業
者（
漁
業【
昆
布
作
業

員
賃
金
な
ど
】、農
業
）も
確
定
申
告

前
に
法
定
調
書
の
提
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

未
提
出
の
場
合
は
事
業
経
費
と
し

て
計
上
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

月　日 曜 受 付 時 間 地　  区 　 名 会　　     場
２.16 木 9:30〜15:00 奔幌戸・貰人・恵茶人

総合文化センター
17 金 9:30〜15:00 新川・暮帰別
20 月 9:30〜17:00 町内全域 役場税財政課
21 火 9:30〜15:00 霧多布西１条〜西４条

総合文化センター
22 水 9:30〜15:00 霧多布東１条〜東４条
23 木 9:30〜15:00 仲の浜・湯沸
24 金 9:30〜15:00 琵琶瀬
27 月 9:30〜17:00 町内全域 役場税財政課
28 火 9:30〜15:00 榊町

総合文化センター
29 水 9:30〜12:00 散布全域

3. 1 木 9:30〜17:00
町内全域

2 金 9:30〜17:00
5 月 9:30〜15:00 茶内市街全域

役場茶内支所6 火 9:30〜15:00 茶内農連・茶内第一
7 水 9:30〜15:00 茶内第三・東円・西円
8 木 9:30〜15:00 浜中市街全域・熊牛原野

役場浜中支所
9 金 9:30〜15:00 姉別全域・厚陽

12 月 9:30〜17:00 町内全域 役場税財政課
13 火 9:30〜17:00

町内全域 総合文化センター14 水 9:30〜17:00
15 木 9:30〜17:00

　※相談月日・地区名・会場を確認のうえ、お間違えのないようお願いします。

所
得
申
告
相
談
日
程
表
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住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ

ー
ム
を
新
築
や
購
入
、
増
改
築
等
を
し
た

と
き
に
は
、
次
の
一
定
要
件
に
あ
て
は
ま

れ
ば
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
要
件

　

①�

住
宅
取
得
後
六
カ
月
以
内
に
入
居
し

引
き
続
き
住
ん
で
い
る
こ
と
。

　

②�

家
屋
の
床
面
積
（
登
記
面
積
）
が

五
〇
㎡
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　

③�

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
、
そ
の

返
済
期
間
が
十
年
以
上
で
、
月
賦
の

よ
う
に
分
割
返
済
し
て
い
る
こ
と
。

　

④�

中
古
住
宅
の
場
合
は
、
取
得
の
日
以

前
二
十
年
以
内
に
建
築
さ
れ
た
も
の

で
、
建
築
後
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
こ
と
。

　

⑤�

増
改
築
の
場
合
は
増
改
築
な
ど
の
工

事
費
用
が
百
万
円
を
超
え
一
定
の
証

明
が
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

※�

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
に
は
、
家
屋
の
新
築

や
購
入
と
と
も
に
す
る
そ
の
敷
地
な
ど

の
購
入
に
係
る
ロ
ー
ン
な
ど
一
定
の
も

の
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

�　

な
お
、
敷
地
な
ど
の
購
入
に
係
る
住

宅
ロ
ー
ン
等
の
年
末
残
高
が
あ
っ
て
も
、

家
屋
の
新
築
や
購
入
に
係
る
住
宅
ロ
ー

ン
等
の
年
末
残
高
が
な
い
場
合
に
は
、

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
必
要
な
添
付
書
類

　

そ
の
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
書
に

次
の
書
類
を
添
付
し
て
税
務
署
に
申
告
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
給
与
所
得
者
は
一
年
目
に
確

定
申
告
す
る
と
、
二
年
目
以
降
は
勤
務
先

に
一
定
の
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

①
源
泉
徴
収
票
（
受
給
者
交
付
用
）

　

②�

住
民
票
の
写
し

　

③�

登
記
事
項
証
明
書
や
請
負
契
約
書
な

ど
家
屋
等
の
取
得
年
月
日
・
床
面
積
・

取
得
価
格
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
、

ま
た
は
そ
の
写
し

　

④�

住
宅
取
得
資
金
な
ど
に
係
る
借
入
金

の
年
末
残
高
等
証
明
書

　

⑤�

増
改
築
の
場
合
は
、
さ
ら
に
建
築
確

認
通
知
書
の
写
し
、
検
査
済
証
の
写

し
、
ま
た
は
建
築
士
か
ら
交
付
を
受

け
た
増
改
築
等
工
事
証
明
書

扶
養
控
除
の
改
定
に
つ
い
て

■�

年
少
扶
養
親
族
（
扶
養
親
族
の
う
ち
、

年
齢
十
六
歳
未
満
の
者
）
に
対
す
る
扶

養
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
扶
養
控
除
の
対
象
と
な
る

控
除
対
象
扶
養
親
族
は
、
年
齢
十
六

歳
以
上
の
扶
養
親
族
と
さ
れ
ま
し
た
。

■�

年
齢
十
六
歳
以
上
十
九
歳
未
満
の
者
に

対
す
る
扶
養
控
除
に
つ
い
て
は
、
上
乗

せ
部
分
（
二
十
五
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
、

扶
養
控
除
の
額
が
三
十
八
万
円
と
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
特
定
扶
養
親

族
の
範
囲
が
、
扶
養
親
族
の
う
ち
年
齢

十
九
歳
以
上
二
十
三
歳
未
満
の
扶
養
親

族
と
さ
れ
ま
し
た
。

■�

扶
養
控
除
の
見
直
し
に
伴
い
、
居
住
者

の
扶
養
親
族
又
は
控
除
対
象
配
偶
者
が

同
居
の
特
別
障
害
者
で
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
扶
養
控
除
又
は
配
偶
者
控
除
の

額
に
三
十
五
万
円
を
加
算
す
る
措
置
に

代
え
て
、
同
居
特
別
障
害
者
に
対
す
る

障
害
者
控
除
の
額
が
七
十
五
万
円
（
改

正
前
四
十
万
円
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
記
事
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
　

税
財
政
課
　

課
税
係

　
☎
六
二
︱

二
一
七
三
（
直
通
）

※�

所
得
税
確
定
申
告
の
ほ
か
、
町
民

税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税

な
ど
町
税
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ご

不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事
業
者
の
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
現
在
、
事

業
の
た
め
の
償
却
資
産
を
町
内
に
所
有

し
て
い
る
法
人
や
個
人
の
方
は
、
償
却

資
産
申
告
書
の
提
出
も
お
願
い
し
ま

す
。
提
出
期
日
は
平
成
二
十
四
年
一
月

三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
告
書
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三

年
度
の
償
却
資
産
を
申
告
し
て
い
る
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
よ
り
郵
送
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
二
十
三
年
中
に
新
規

事
業
者
に
な
ら
れ
た
方
や
、
町
内
に
事

業
所
を
開
設
さ
れ
た
法
人
に
つ
き
ま

し
て
は
、
お
手
数
で
す
が
、
役
場
税
財

政
課
課
税
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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平成 24年１月１日 第 10 号浜の風景

漁
師
さ
ん
の
相
談
役

水
産
普
及
指
導
員

浜中町役場
水　産　課

第 10 号

○
水
産
普
及
指
導
員
と
は

　

北
海
道
が
全
道
各
地
に
配
置
し
て
い
る

水
産
普
及
指
導
員
は
、
漁
師
さ
ん
の
相
談

相
手
と
し
て
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
普

及
指
導
や
水
産
資
源
の
調
査
、
加
工
技
術

に
関
す
る
知
識
や
技
術
の
普
及
、
漁
業
者

リ
ー
ダ
ー
や
後
継
者
の
育
成
指
導
、
さ
ら

に
、
学
校
の
水
産
学
習
へ
の
支
援
な
ど

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
六
十
二
年
度
ま
で
は
、
霧
多
布
地

区
に
水
産
普
及
指
導
員
が
駐
在
す
る
水
産

技
術
普
及
指
導
所
浜
中
支
所
が
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
は
厚
岸
町
内
に
釧
路
地
区
水

産
技
術
普
及
指
導
所
を
設
置
し
て
、
浜
中

町
内
を
含
む
釧
路
管
内
全
体
の
普
及
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
主
な
活
動

増
養
殖
・
栽
培
漁
業
に
対
す
る
技
術
指
導

　

�　

コ
ン
ブ
の
生
産
維
持
の
た
め
に
欠
か

せ
な
い
雑
海
藻
駆
除
の
資
源
状
況
調
査

は
、
毎
年
潜
水
に
よ
る
海
藻
類
枠
取
り

採
集
を
行
い
、
コ
ン
ブ
測
定
か
ら
推
定

資
源
量
や
着
生
状
況
を
把
握
し
、
漁
場

の
保
守
管
理
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
い
ま
す
。

　
�　

ま
た
、
養
殖
ウ
ニ
に
つ
い
て
も
、
研

究
試
験
段
階
か
ら
事
業
化
へ
の
取
り
組

み
の
中
で
技
術
的
な
指
導
を
行
い
、
現

在
で
は
安
定
化
に
向
け
て
、
病
害
な
ど

の
突
発
的
事
項
へ
の
対
応
な
ど
の
技
術

指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

マ
ツ
カ
ワ
、ニ
シ
ン
な
ど
の
放
流
指
導
、

調
査
事
業
の
参
画
も
行
っ
て
い
ま
す
。

水
産
資
源
の
管
理
、
技
術
指
導

　

�　

ア
サ
リ
が
安
定
的
に
生
産
で
き
る
よ

う
、
漁
場
環
境
の
保
全
と
漁
場
管
理
を

確
立
す
る
た
め
に
、
資
源
調
査
へ
の
支

援
と
助
言
、
稚
貝
発
生
量
調
査
や
追
跡

調
査
へ
の
支
援
、
デ
ー
タ
解
析
、
漁
場

の
維
持
の
手
法
の
指
導
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ッ
キ
、
ツ
ブ
、
カ

ニ
な
ど
に
つ
い
て
も
資
源
管
理
に
欠
か

せ
な
い
資
源
調
査
に
つ
い
て
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

水
産
加
工
に
関
す
る
知
識
、
技
術
の
普
及

指
導

　

�　

散
布
漁
協
で
は
、
技
術
的
な
指
導
を

受
け
て
、
天
然
ウ
ニ
の
商
品
価
値
を
高

め
る
塩
蔵
瓶
詰
め
ウ
ニ
（
寿
粒
ウ
ニ
）
の

商
品
化
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

担
い
手
の
育
成

　

�　

漁
業
者
リ
ー
ダ
ー
や
後
継
者
育
成
の

た
め
、
漁
業
士
や
漁
協
青
年
部
・
女
性

部
活
動
に
支
援
す
る
ほ
か
、
小
中
学
校

で
実
施
す
る
水
産
学
習
へ
の
協
力
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○
こ
れ
か
ら
の
普
及
活
動

　

�　

普
及
指
導
員
は
漁
業
者
や
漁
協
の
要

望
に
沿
っ
た
試
験
・
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、特
に
「
ア
サ
リ
」「
昆
布
」「
ウ

ニ
」
の
資
源
対
策
に
つ
い
て
は
今
後
と

も
水
産
試
験
場
な
ど
の
研
究
機
関
と
連

携
し
て
将
来
の
安
定
生
産
に
つ
な
が
る

活
動
を
行
い
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
活
動
の
成
果
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
、
そ
の
普
及
を
図
る
発
表
会

を
開
く
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
浜
で

活
か
さ
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

厚岸町にある釧路地区水
産技術普及指導所庁舎

水産業普及指導活動の様子（アサリの
資源量調査）

養殖ウニの技術指導の様子

アサリの資源量調査

水産学習の様子
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～　不 法 投 棄 発 見 ！　～
　　最近、博士が不機嫌そうな顔をしていました。ボクが「どうしたの？」と話しかけてみると、
どうやら不法投棄があったそうです。

　上の写真は、実際に博士が見つけた不法投棄です。こんなことするのは、絶対に許せません！悪い事だというのは、
子供だって分かります。皆さんの近所でも、不法投棄は見られますか？家の近くに、ごみが落ちていれば、不快に
感じるよね。節度ある行動を心がけてほしいものです。
※�不法投棄をした場合は、５年以下の懲役もしくは1,000万円以下の罰金、またはその両方が科せられ、法人の場
合は最高３億円の罰金となります。（廃棄物の処理及び清掃に関する法律）

●今回のごみ分別ポイントは「靴」じゃ！
　先日、外を歩いていると妙に滑ったから、靴底を見てみると、かかとの部分がこんな
に擦り減ってたぞ。

　そこで、新しい冬靴を買うことにしたのじゃが、みんなは、靴は何ごみになるか分かるかな？答えは「燃え
るごみ」だぞ！これは、素材がゴムで出来ているためじゃ。皮製の物についても同様じゃ。ちなみに、包装さ
れている箱や容器には、紙やプラスチックがあるから、きちんと確認してくれな。
　分別することは、決して‘くつ’がえさないよう、心掛けよう！

　　　　面倒なことでも、小さなことからコツコツと！
　　　　　　　　　それがごみ分別マスターへの一番の近道じゃ！！

№56　ごみ博士のごみ分別ワンポイント！

レジポくんからのお知らせ！

茶内小学校「学校版環境ＩＳＯ」＆「自然の番人」に認定！
　11月９日㈬に茶内小学校で「学校版環境ＩＳＯ」と「自然の番人」認定式がとり行われました。
　これは、水道や電気・資源のむだ使いをせず、リサイクル活動へも積極的な活動を行っていることや、湿原の花
や生息する動物を調査することにより、自然の大切さ
を知り、環境にやさしい学校づくりをしていることが
評価されたためです。
　今後も、環境に配慮した取組みを実践し、ごみのポ
イ捨てや不法投棄を無くすための活動を進めてくれる
ことを期待します。

（琵琶瀬海岸） （三番沢林道） （酪農展望台入口）
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topics　トピックス

　

イ
ン
ド
ア
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
室
内

競
技
場
を
太
い
ロ
ー
プ
で
仕
切
っ
て

コ
ー
ス
を
作
り
、
さ
ら
に
障
害
物
な
ど

を
置
き
コ
ー
ス
一
つ
ひ
と
つ
に
特
色
を

持
た
せ
、
冬
期
間
で
も
屋
外
の
コ
ー
ス

と
同
じ
よ
う
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
が
出
来

る
よ
う
考
案
さ
れ
た
競
技
で
す
。

　

十
一
月
二
十
六
日
、
町
内
で
は
今
年

初
の
競
技
大
会
と
な
る
「
浜
中
町
民

体
育
祭
杯
イ
ン
ド
ア
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
四
十
七
名
の
町
民

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

屋
外
の
コ
ー
ス
で
磨
い
た
技
術
は
室

内
で
も
変
わ
ら
ず
、
レ
ベ
ル
の
高
い
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

発
達
支
援
に
関
し
て
の
専
門
的
な

知
識
、
障
が
い
者
へ
の
適
切
な
支
援

方
法
の
習
得
を
目
的
と
し
た
「
お
と
な

の
発
達
障
が
い
講
演
会
」
が
、
十
一
月

二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
道
立
緑
が
丘
病
院
（
十
勝
管

内
音
更
町
）
の
精
神
科
医
長
で
あ
る
長

沼
睦
雄
氏
を
迎
え
、「
み
ん
な
で
支
え

よ
う
お
と
な
の
発
達
障
が
い
～
イ
イ
ト

コ
探
し
で
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
～
」
を

講
演
テ
ー
マ
に
、
午
前
で
は
一
般
の
方

を
、
午
後
か
ら
は
保
育
士
、
教
員
、
介

護
士
な
ど
発
達
支
援
に
携
わ
る
方
を
対

象
に
約
三
十
五
人
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
発
達
障
が
い
に
関
す
る
知
識
と
、

周
り
で
支
援
す
る
方
の
心
構
え
を
詳
し

く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
六
年
に
設
立
さ
れ
た
浜
中

町
郷
土
芸
能
振
興
会
は
、
今
年
で
四
十

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
日
に
四
十
周
年
記
念
講

演
会
が
開
催
さ
れ
、
榊
町
こ
ど
も
ふ
る

さ
と
太
鼓
や
、
霧
多
布
舞
踊
愛
好
会
、

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
数
多
く
競
演
し

て
き
た
釧
根
管
内
の
日
本
太
鼓
を
愛
す

る
六
団
体
の
演
奏
が
公
演
会
に
花
を
添

え
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
最
後
に
は
、
浜
中
町
郷
土

芸
能
振
興
会
に
よ
る
「
き
り
た
っ
ぷ
浜

太
鼓
」
が
演
奏
さ
れ
、
勇
壮
な
太
鼓
の

音
色
が
会
場
を
包
み
、
大
き
な
感
動
を

呼
び
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
七
日
、
町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
一
同
に
会
し
、「
第
十
一
回
浜
中

町
老
人
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
が
す
く
ら
む
21
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
十
七
団
体
が
八
チ
ー
ム

に
別
れ
、
お
揃
い
の
ハ
チ
マ
キ
を
身
に
付

け
、
十
個
の
競
技
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
は
、後
期
0

0

高
齢
者
じ
ゃ
な
く
、

元
気
0

0

高
齢
者
で
す
！
」
と
男
性
参
加
者

の
語
る
と
お
り
、
皆
さ
ん
元
気
に
ハ
ツ
ラ

ツ
と
競
技
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

足
腰
を
鍛
え
る
こ
と
は
、
健
康
を

維
持
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
み

な
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
運
動
し
ま

し
ょ
う
。

みんなで理解を深め支え合おう
おとなの発達障害講座

勇ましい太鼓の音色が響く…
郷土芸能振興会４０周年記念事業

健康の秘訣は足腰の丈夫さ！
老人レクリエーション大会開催

狙いを定めて打つ！
インドアパークゴルフ大会
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topics　トピックス

　

介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
、
津
波
警
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
際
、
介
護

設
備
の
整
っ
た
施
設
へ
一
時
避
難
し
、
安
心
し
て
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
「
災
害
時
要
援
護
者
の
一
時
避
難
の
た
め
の
施
設
の
使
用
に
関
す
る

協
定
」を
昨
年
五
月
の
社
会
福
祉
法
人
浜
中
福
祉
会〔
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
ハ
イ
ツ
野
い
ち
ご
〕
と
の
協
定
調
印

に
引
き
続
き
、
十
一
月
二
十
八
日
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
和
（
代
表
理
事
松
田
修
氏
）

と
町
が
協
定
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ご
み

浜
中
で
、
介
護
を
受
け
な
が
ら
の
避
難

が
可
能
と
な
り
、
要
援
護
者
は
も
と
よ

り
、
付
き
添
わ
れ
る
家
族
の
方
の
避
難

に
つ
い
て
も
負
担
が
軽
減
す
る
こ
と
が

で
き
、
町
の
防
災
対
策
の
強
化
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
生
き
が
い
を
見
い
だ
す
た
め
に
楽
し
み
な

が
ら
学
習
を
す
る
「
浜
中
町
生
き
が
い
教
室
」
が
十
二
月
一
日
・
二
日
の

二
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
に
つ
い
て
の
講
話
や
、
東
日
本

大
震
災
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
報

告
、
相
続
な
ど
に
関
連
す
る
公
証
事
務

の
講
話
を
聴
い
て
学
び
、
北
海
道
の
歴

史
や
文
化
・
自
然
を
学
び
北
海
道
を
見

直
す
為
の
ほ
っ
か
い
ど
う
学
検
定
の
演

習
を
体
験
、最
後
は
、毎
年
恒
例
に
な
っ

た
釧
路
落
語
め
い
人
会
に
よ
る
生
き
が

い
寄
席
で
大
笑
い
を
し
ま
し
た
。

　

釧
路
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
の
佐
藤

裕
子
指
導
員
に
よ
る
健
康
に
つ
い
て
の

講
話
の
中
で
、
健
康
の
秘
訣
の
一
つ
と

し
て「
た
く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
、

た
く
さ
ん
笑
お
う
」
と
学
ん
だ
成
果
が

早
速
活
か
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

K
iritappu W

etland Center

霧
多
布
湿
原

　
　

セ
ン
タ
ー
通
信

活
　
動
　
報
　
告

子
ど
も
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

「
漁
師
さ
ん
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
」

　

11
月
の
子
ど
も
ク
ラ
ブ
は
、
琵
琶
瀬
の

沢
尾
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

を
教
わ
り
ま
し
た
。
漁
で
使
う
網
の
編
み

方
を
利
用
し
て
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
作
り
ま
し

た
。
始
め
は
上
手
に
編
め
な
く
て
大
変
そ

う
で
し
た
が
、
慣

れ
て
く
る
と
黙
々
と

作
業
を
行
い
、
全

員
が
自
分
だ
け
の

マ
イ
ハ
ン
モ
ッ
ク
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

き
り
た
っ
ぷ
ワ
ン
デ
イ
シ
ェ
フ
芽
室
遠
征

　

11
月
25
日
に
、
き
り
た
っ
ぷ
ワ
ン
デ
イ

シ
ェ
フ
総
勢
６
名
の
メ
ン
バ
ー
が
、
芽
室
で

活
躍
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
め
む
の
杜
」
の
開

い
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
、
ワ

ン
デ
イ
シ
ェ
フ
ラ
ン
チ
に
遠
征
し
て
き
ま
し

た
。「
身
欠
き
鰊
の
昆
布
巻
き
」「
細
切
り
昆

布
の
衣
の
鹿
カ
ツ
」

「
朧
昆
布
と
秋
刀
魚

の
つ
み
れ
汁
」な
ど
、

全
て
の
お
皿
で
浜
中

昆
布
を
使
っ
た
浜
の

味
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

し
ま
し
た
。「
と
て
も
美
味
し
い
」「
作
り
方

を
知
り
た
い
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
嬉
し
い

反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
　
知
　
ら
　
せ

来
年
も
元
旦
は
「
あ
っ
た
か
初
日
の
出
」

　

毎
年
恒
例
の
元
旦
イ
ベ
ン
ト
。
暖
か
い

セ
ン
タ
ー
か
ら
初
日
の
出
を
眺
め
ま
せ
ん

か
。
餅
つ
き
で
は
つ
き
た
て
の
お
餅
を
お

雑
煮
と
お
汁
粉
で
召
し
上
が
れ
ま
す
。
お

年
玉
付
き
餅
ま
き
も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

程
…
２
０
１
２
年
１
月
１
日
㈰

時　

間
…
６
時
（
日
の
出
６
時
50
分
頃
）

（
朝
は
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
を
無
料
配
布
い
た

し
ま
す
）

餅
つ
き
…
９
時
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す

芽
室
か
ら
ワ
ン
デ
イ
シ
ェ
フ

　

今
年
も
芽
室
か
ら
出
張
ワ
ン
デ
イ
シ
ェ

フ
を
迎
え
ま
す
。
芽
室
産
の
越
冬
野
菜
の

販
売
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

日　

程
…
２
月
12
日
㈰　
11
時
30
分
～
14
時

料　

金
…
８
０
０
円　

予
約
受
付
中

※�

セ
ン
タ
ー
冬
期
休
館
中
は
ト
ラ
ス
ト
（
62

︱
４
６
０
０
）で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

冬
期
休
館
の
お
知
ら
せ
　

　

１
月
４
日
～
２
月
10
日

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

湿
原
セ
ン
タ
ー　

☎
65－

２
７
７
９

http://w
w
w
.kiritappu.or.jp/center/

生きがい教室で元気に大笑い！ 災害時要援護者の一時避難のための
施設の使用に関する協定調印式
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休日公証相談のお知らせ

平成24年経済センサス－
活動調査を実施します！

日 時　１月22日（日）　10：00～16：00
場 所　釧路市末広町７丁目２番地　金森ビル１階
　　　　　釧路公証人役場
相談内容　�遺言、相続、任意後見、尊厳死宣言、お金

の貸し借り、賃貸借、離婚に伴う養育費・
慰謝料・財産分与など

相 談 料　無　料
申込方法　�相談を希望される方は、１月20日㈮までに、

電話予約をお願いします。
●申し込み・問い合わせ先
　釧路公証人役場　　　　　　　　　☎0154-25-1365

○�平成24年２月に全ての企業・事業所を対象とした
経済センサス－活動調査を実施します。
○�調査結果は、各種行政施策をはじめ、地域の産業振
興や商店街の活性化などの地域行政のための基礎資
料として利活用されます。
○�支社等のない事業所等には、調査員が直接伺い、調
査票を配布します。
○�支社等を有する企業等には、国、都道府県及び市が、
民間事業者を通じて
本社等に調査票を郵
送し、インターネッ
ト又は郵送で回答し
ていただきます。
○�調査の趣旨・必要性
を御理解いただき、
御回答をよろしくお
願いいたします。

●問い合わせ先
　役場　まちづくり課　地域振興係　　　　　☎62-2237

１月10日は「110番の日」です。
正しい110番の利用方法 正しい操作で、安全除雪！

調査員を語る訪問者にご注意ください。
調査員は必ず調査員証を携行しています。
不審な場合は提示を求めて確認してください。

110番は緊急電話です
こんなときはすぐに110番
　●�けんかをしているのを目撃したり、人の悲鳴を聞
いたとき

　●刃物などの凶器を持っている人を目撃したとき
　●不審な人や車を目撃したとき
　●空き巣・ひったくりなどの盗難被害にあったとき
　●倒れている人や迷子などをみたとき
　●交通事故に遭ったとき
　など、緊急の事件・事故があったとき、必要なこと
を質問しますので、落ち着いて答えてください。
　①何があったの
　　�　事件ですか？事故ですか？当事者ですか？目撃
者ですか？

　②いつのことですか
　　　○時○分ころの発生
　　　通報する何分くらい前の出来事ですか？
　③どこで
　　　場所はどこですか？地番まで教えてください
　　�　近くにある建物、目標となるものを教えてくだ
さい

　④犯人の人相・着衣・年齢・逃走方向は
　　�　犯人の車のナンバーは？凶器の有無は？
　⑤被害状況、被害品、負傷状況
　⑥あなたの住所、氏名、電話番号
　110番は釧路方面本部通信司令室に直接つながり、
即時厚岸警察署や付近をパトロール中の警察車両に事
件事故の内容が入るシステムとなっています。
　正しい110番が犯人逮捕につながりますので、ご協
力をお願いします。

厚岸警察署

　毎年、雪のシーズンになると、除雪機による事故が
多発しています。除雪機を使う際には、次の点に注意
して操作しましょう。
①�作業を行う前に、必ず取扱説明書をよく読んで、正
しい使い方を理解しましょう。
②�雪詰まりを取り除くときは、必ずエンジンを停止し、
回転部（オーガ、ブロワ）が完全に停止してから雪
かき棒を使って行いましょいう。�
③�回転部に近づくときは、必ずエンジンを停止し、回
転部が完全に停止してから作業を行いましょう。
④�発進時は、転倒したり、挟まれたりしないよう、足
もとや後方の障害物には十分注意しましょう。
⑤�除雪作業中は、雪を飛ばす方向に、人や車・建物が
ないことを確認しましょう。また、除雪機の周りに
は絶対に人を近づけないようにしましょう。
●問い合わせ先
　社団法人日本農業機械工業会／除雪機安全協議会
　☎03-3433-0415
○ホームページ
　http://www.jfmma.or.jp
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今
月
の
食
材
は
「
昆
布
」
で
す
。

「
刻
み
昆
布
と
大
豆
の
中
国
風
煮
」

【
材
料　

４
人
分
】

　

☆
刻
み
昆
布（
生
）…
…
…
…
２
０
０
ｇ

　

☆
ゆ
で
大
豆
…
…
…
…
…
…
２
０
０
ｇ

　

☆
サ
ク
ラ
エ
ビ
……
…
…
…
…
大
さ
じ
４
杯

　

☆
長
ネ
ギ
…
…
…
…
…
…
…
２
０
㎝

　

☆
ご
ま
油
…
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
２
杯

　
　

☆
水
…
…
…
…
…
…
…
…
２
０
０
㏄

　
　

☆
酒
…
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
２
杯

　
　

☆
醤
油
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１
杯
半

　
　

☆
オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
…
小
さ
じ
２
杯

　
　

☆
鶏
が
ら
だ
し
の
素
…
…
小
さ
じ
1/2
杯

【
作
り
方
】

①�

昆
布
は
洗
っ
て
水
け
を
切
り
、
食
べ
や
す
い

長
さ
に
切
る
。
ね
ぎ
は
１
㎝
幅
に
切
る
。

②�

鍋
に
ご
ま
油
を
熱
し
て
①
の
ね
ぎ
を
炒
め
、

香
ば
し
く
な
っ
た
ら
大
豆
、サ
ク
ラ
エ
ビ
、Ａ
、

①
の
昆
布
を
加
え
て
混
ぜ
て
ふ
た
を
す
る
。

煮
立
っ
た
ら
弱
火
に
し
て
約
２
０
分
煮
る
。

※
乾
燥
大
豆
を
使
用
す
る
場
合

❶�

乾
燥
大
豆
８
０
ｇ
を
水
洗
い
後
、
３
５
０
㏄

の
水
に
４
時
間
く
ら
い
浸
す
。

❷�

水
浸
け
し
た
ま
ま
中
火
に
か
け
て
く
だ
さ

い
。（
ふ
た
を
し
な
い
で
煮
ま
す
）

❸�

煮
立
っ
て
き
た
ら
１
０
０
㏄
ぐ
ら
い
の
、「
さ

し
水
」
を
し
ま
す
。
再

び
煮
立
っ
た
ら
、
ふ
た

を
し
て
火
を
弱
め
（
ゆ

で
汁
が
ふ
き
こ
ぼ
れ
な

い
火
加
減
）
で
ゆ
で
ま

す
。
２
０
分
く
ら
い
で

柔
ら
か
さ
の
確
認
を
し

ま
す
。

（
町
栄
養
士
）
【１人分の栄養素】

エネルギー� 129㎉
たんぱく質� 10.7ｇ
脂　　　質� 5.6ｇ
カルシウム� 290㎎
食塩相当量� �2.1ｇ

A

小学生〜高校生のための春休み海外派遣
参加者募集！

　文部科学省所管の財団法人・国際青少年研修協会で
は、８事業の参加者を募集しています。体験を通して、
お互いの理解や交流を深め、国際性を養うことを目的
に実施します。おひとりでご参加になる方が８割以上、
はじめて海外へ行かれる方が６割以上参加ですので、
事前研修会では仲間づくりから丁寧に指導いたします
ので、安心してご参加いただけます。
内 容　�ホームステイ・ボランティア・文化交流・

学校体験・英語研修・地域見学・野外活動
など

�派 遣 先　�米国・英国・豪州・カナダ・ニュージーラ
ンド・カンボジア・フィジー

日 程　�平成24年３月25日㈰～４月５日㈭
　　　　　（10～12日間　※事業により異なる）
対 象　小３～高３の方まで　※事業により異なる
説 明 会　�全国12都市、１月下旬　※入場無料・予約不要
　　　　　（㊟道内での開催予定は有りません）
参 加 費　29.8～43.8万円（共通経費は別途）
申込締切　平成24年２月６日㈪
●申し込み・問い合わせ先
　財団法人国際青少年研修協会　　　☎03-6459-4661

預金保険制度のお知らせ

●�　新年あけましておめでとうございます。
　�　新しい年の始まりです。昨年は地震津波による震災被害や・昆布・秋鮭などの不漁の年でしたが、
浜中町では東北地域より震災の被害が少なく、復興に向け町民一丸となり、皆さんが頑張っています。
　�　また、昨年浜中町内では大きな交通事故もなく終わりましたが、交通事故は何時、何処
で誰に起こるか分かりません。
　�　今年も浜中町からは、交通事故による犠牲者を出さないため、町民みんなで交通ルール
を守り、正しいマナーを実践することが大切です。そのためには、家庭・職場・学校、更には地域全体で、身近な問題と
して交通事故防止を取り上げて頂き、町全体で「交通事故防止・交通安全意識の輪」を広げていきましょう。
●�　みんなで町民の尊い命を守るため「スピードのダウン」、「シートベルトの着装」を守り、譲り合いの精神とゆとりのあ
る運転をして町民総ぐるみで死亡事故「０」の継続を目指しましょう。 　　　厚岸警察署浜中グループ駐在所

交通死亡事故０
ゼロ

継続を目指して
駐 在 所 告 知 板

交通死亡事故０
ゼロ

更新中
浜中町４６６日

（12月15日現在）

　預金保険制度とは、金融機関が預金保険料を預金保
険機構に支払い、金融機関が破綻した場合に、一定額
の預金等を保護するための保険制度です。
　預金保険制度の中では、同制度の対象となる金融機
関、対象となる預金等と保護の範囲、同制度で保護さ
れていない預金等の取扱い、金融機関が破綻したとき
の預金保護の仕組み（保険金支払方式、資金援助方式）
などが定められております。
　制度概要の詳細につきましては、金融庁及び預金保
険機構ホームページに掲載されておりますのでご覧く
ださい。また、預金保険制度にかかる資料をご希望の
方は、北海道財務局（または財務事務所・出張所）ま
でご連絡ください。
　
●問い合わせ先
　北海道財務局　総務部　財務広報相談官

☎011-709-2311（内線4270、4247）
　釧路財務事務所　　　　　　　　　☎0154-32-0701
○金融庁ホームページ
　http://www.fsa.go.jp/policy/payoff/index.html
○預金保険機構ホームページ
　http://www.dic.go.jp/
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　本校は、大正２年（1913年）、２月５日に開校しました。この度、児童数減少と今後の教
育環境が考慮された結果、今年度いっぱいで99年の歴史に幕を閉じることになりました。
　さて、11月16日に祖父母参観日が実施され、今年で最後ということもあり、例年以上に
授業や全校お楽しみ会が参加型となるよう、いろいろな工夫がなされました。３時間目の
授業参観では、１・２年生が、図工で牛乳パックを利用した「パックごま」と「ジャンプ
ガエル」作りを行いました。３・４年生は算数で、子どもたちにとてもわかりやすい教材
を準備した「夕食の買い物シミュレーション学習（計算）」を行いました。５・６年生は家
庭科で、懐かしい「でんぷんがき」をみんなで作って食べました。４時間目の全校お楽し

み会では、子どもたちが考えた４箇所
の「紙工作コーナー」が開かれ、紙コッ
プフリスビー、しおり、だるま落とし、
ペーパーミニバッグ等をみんなで作っ
たり遊んだりしました。
　最後となった祖父母参観日ですが、
おじいちゃん、おばあちゃんたちと子
どもたちの、思い出に残る有意義な一
日となりました。

　本校は、平成16年に学級数５、児童数59人でしたが、近年近隣校との統合が進み、平成
21年は児童数86人、平成22年は97人、そして次年度は西円朱別小の児童が加わり、110人程
の児童数となり、学級数も９学級、教職員数も18人となります。本校では、統合した極小
規模校のよさ「みんな仲良し」を残せるように、異学年の交流を「たてわり班活動」とし
地道に毎年継続しています。
　具体的には、全児童を６つの縦割り班に分け、全校遠足・運動会の種目・全校給食など
の活動をしています。
◇�全校遠足では、霧多布市街地へ行き、班ごとでク
イズラリーをしながら、遊んだり、お弁当を食べ
たりして過ごしました。

◇運動会では、縦割り班競技として、『パズルで二人三脚』を実施しました。
◇�全校給食では、高学年が準備し、お話やクイズをしながら、楽しく会食を
しました。
◇�校舎内外清掃（年４回）わくわくタイム（30分休み）に区域を決めてきれ
いに掃除をしたり、ごみ拾いをしたり
しています。
◇�チャナリンピック（児童会活動の１つ
で、『みんなの広場』という時間帯に、
児童会三役で考えたゲームを月に１度
します。）今まで、「クイズリレー」「人
間知恵の輪」などを行い、総合優勝を
決めます。

学校発信情報

「まなぶん」
　このコーナーは、町内の小・中学校における特色ある教育
活動や取り組みを紹介するコーナーです。
　また、愛称の「まなぶん」は、「学ぶ」と地図記号で学校を
表す「文」をあわせたものです。町内小学校10校・中学校５
校を連載でご紹介しています。

生涯学習の
マスコット
“マナビィ”

《琵琶瀬小学校》

《茶内小学校》

学校データ

学校データ

（12月１日現在）
校　長　磯部　和子
教　頭　大野　和洋
教　員　数� ３人
養護教員� １人
事務職員� １人
事　務　生� １人
児　童　数� 13人
学　級　数� ４学級

（12月１日現在）
校　長　小関　　亙
教　頭　佐藤　健二
教　員　数� 12人
養護教員� １人
事務職員� １人
事　務　生� １人
児　童　数� 97人
学　級　数� ９学級

－最後の祖父母参観日－

－思いやりのある子　自ら鍛える子　進んで学ぶ子－
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　毎年、熱戦が繰り広げられる「子どもかるた大会」の季
節が、今年もやってきました。
　各地区で十分に練習を重ね、技術を磨いてがんばってほ
しいと思います。

子 ど も か る た 大 会

◆地区館子どもかるた大会
　●本館地区（総合文化センター）� １月11日㈬
　●茶内地区（茶内第一小学校）� １月14日㈯
　●姉別地区（姉別農村環境改善センター）� １月28日㈯
◆浜中町子どもかるた大会
　　２月４日㈯　８：３０～（総合文化センター）
◆釧路管内少年少女下の句かるた選手権大会
　　３月　上　旬　鶴居村（予定）
◆釧根地区少年少女下の句かるた選手権大会
　　３月20日㈫　総合文化センター

　

十
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に
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催
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町
の
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に
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力
さ
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し
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町 民 ス ケ ー ト 大 会

楽しく上手になる！スケート教室 幼 児 ス ケ ー ト 教 室

◆日　　　時　　1月29日㈰
　�　　　　　　　開会式　８：30　競技開始　９：00
◆会　　　場　　町民スケートリンク
◆種　　　目　　２種目まで可（リレー、3,000Ｍを除く）
　　幼　　　　児：オープン100Ｍ（当日申込可）
　　小学１年～３年：100Ｍ・300Ｍ・500Ｍ
　　小学４年～６年：300Ｍ・500Ｍ・1,000Ｍ・3,000Ｍ
　　中学生・一般：500Ｍ・1,000Ｍ・3,000Ｍ
　　リレー競技：2,000ＭＲ（600/400/400/600Ｍ）
　　　◎詳しくは開催要項等でご確認ください。
◆参　加　料　　無　　料
◆申 込 期 間　　１月18日㈬まで【厳守】

　小・中学生とその保護者、教員などのスケート指導者
を対象に、「楽しく上手になる！スケート教室」を開催
します。
　講師に、バンクーバーオリンピックに出場した釧路出
身のスケート選手　出島　茂幸　氏　を招き、楽しく上手
になる練習方法や指導方法について、実技を交えながら
指導していただきます。
　現役オリンピック選手と一緒に滑ってみよう！
◆日　　　時　　１月11日㈬　13：00～
◆会　　　場　　町民スケートリンク
◆対　　　象　　小・中学生、保護者、スケート指導者等
◆参　加　料　　無　料

　町スケート連盟の指導者が、スケート靴の履き方や立
ち方などの初歩から教えてくれます。
　詳しい内容については、保育所を通じてお知らせいた
しますが、直接申し込みもできますので参加を希望する
方は下記まで連絡してください。
◆日　　　時　　１月21日㈯　13：00～
◆会　　　場　　総合体育館・町民スケートリンク
◆対　　　象　　小学校就学前の幼児
◆参　加　料　　無　料（定員30人）
◆申 込 期 間　　１月16日㈪まで

参加者募
集！

※�スケート大会・教室の申し込みは…
　教育委員会　生涯学習課　スポーツ係
　（総合体育館内）　　　　　☎６２－３１４４
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新学習指導要領が目指す授業を各教室で！～公開研究会～

№ 127

２年生　西へ～充実の見学旅行

　11月６日から10日まで、本校２年生が見学旅行に行ってきました。４泊５日の日程で、初日と２日目は奈良・京
都の寺社を見学し、３日目は事前に各班で綿密に計画を立てた関西自主研修を行い、大阪に移動しました。４日目
は終日ユニバーサルスタジオジャパンを満喫し、５日目は大阪城見学後、名残惜しくも伊丹空港を後にして、釧路
空港に帰着、と盛り沢山の充実した内容となりました。今年で17回目となる京都駅前での昆布配りでは、浜中・散
布両漁協から提供いただいた昆布を、旅行前に生徒たちが280袋に小分けし、全員で道行く人々に手渡しました。初
対面の人に話しかけ、昆布を受け取ってもらうのは緊張の連続ですが、無事配り終えて生徒は、「嬉しそうにもらっ
てくれてこちらも嬉しかった」など手
応えも感じた様子。帰着後は、全国各
地から学校にお礼の手紙が寄せられて
おり、浜中町の昆布を広くＰＲする機
会となっています。
　見学旅行で様々な経験をした２年
生。これからはいよいよ来年度へ向け、
学校の中心としての責任が増すととも
に、自らの進路実現へ正念場の１年を
迎えます。

　新しい「学習指導要領」には、これからの時代に生きる日本の子どもたちの教育の方向性が示されています。
　生活に生きて働く学力「思考力・判断力・表現力」を身に付けるために、「基礎的な知識や技能」を確実に習得し、
①「体験的に理解する学習活動」、②「多様な
思考を広げる学習活動」、③「言語活動を通し
た学習活動」、④「生活習慣の改善と家庭学習
の定着」に取り組む必要があります。
　この度、学校教育指定校として、率先して
研究に取り組んでいる学校が、「公開研究会」
を開催しました。

学校教育からの情報コーナー

～釧路管内　ネットトラブル根絶！メッセージコンクール　「入賞作品」～
【標語の部】
　＜小学校＞　☆�最優秀賞「ネットでの　いじめをやめて　話そうよ」　　霧多布小６年　　　海道菜々美さん
　　　　　　　☆�奨 励 賞「やめようよ　自分もされたら　いやだから」　霧多布小６年　　　紺野　礼華さん
　　　　　　　☆�奨 励 賞「書かないで　そのメッセージは　傷つける」　霧多布小６年　　　石森　理子さん
　＜中学校＞　☆�優 秀 賞「潜んでる　ネットの中の　見えぬ罠」　　　　姉別南中学校１年　小西　泰成くん
　＜高等学校＞☆�奨 励 賞「トラブルを　回避するのは　自分自身」　　　霧多布高校３年　　川原田李奈さん

【ポスターの部】
　＜小学校＞　☆最優秀賞　霧多布小２年生17名　※全道審査で北海道教育委員会教育長賞を受賞しました！

11／ 28　�分数のたし算の考え方を発
表する　散布小３年生

12／2　�パスをもらう位置を考え交流
する　浜中中１年生
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「絵本らんど・おはなしタイム」のお知らせ
総合文化センター（２階・図書室）午前 11時より

１月14日（土）

紙芝居『わっしょいわっしょいぶんぶんぶん』
絵　本『くまたんのどっちがながいかな』
絵　本『バムとケロのさむいあさ』

１月28日（土）

紙芝居『きんのがちょう』
絵　本『くまたんのどっちがたかいかな』
絵　本『バムとケロのもりのこや』

新 着 図 書 案 内

　 　

　えかきうたを歌い
ながら『あいうえお』
がかけるよ。むずか
しい字も簡単！『あい
うえお』がつく絵いく
つあるかな？たのし
い『あいうえお』絵本。

『えかきうたであいうえお』
大沢　幸子／作（児童書）

『だじゃれ日本一周』
長谷川　義史／作（児童書）

『ナニワのMANZAIプリンセス』
� 荒井　寛子／作

中島　みなみ／絵（児童書）

『結婚は勢いだと他人は言う』
日向　蓬／著（一般書）

『ちいさな犬のセーターとグッズ』
� ほし　みつき

今村　曜子／著（一般書）

『はやぶさ、そうまでして君は』
川口　淳一郎／著（一般書）

　≪児童書≫� 『へんしんクイズ』� 『合い言葉はかぶとむし』�
� � あきやま　ただし／作� � 宇佐美　牧子／作　宮尾　和孝／絵
� 『ハスの花の精リアン』� 『はたらくじどう車ずかん　バス　トラック』
� � チェン・ジャンホン／作絵� � 小賀野　実／監修
　≪一般書≫� 『舟を編む』� 『トイレットペーパー折り紙』�
� � 三浦　しをん／著� � 東大折り紙サークルOrist ／著� �
� 『まっぷる北海道12　温泉＆やど』� 『シンプルな生地でつくるバックと雑貨』�
� � 昭文社／編� � 石川　ゆみ／著

　同棲中の彼からプロポーズ。嬉し
いけれど乗り気になれ
ない…周りには結婚で
イタイ目にあった人ば
かり。干渉し合わない
楽な恋人のままじゃダ
メ？

　編みぐるみ作家とニットデザイ
ナーによる、小型犬
用セーターの編み方
本。編みぐるみやお
もちゃの編み方付
き。寒さに弱い愛犬
に一着どうですか？

　決してあきらめない。私たちに勇
気を与えてくれた「は
やぶさ」は、こうして
作られた！「はやぶさ」
の生みの親・川口教授
がはじめてすべてをつ
づった。

　ウチは漫才師のムスメ。でも、漫
才なんて大キライや！
せっかく東京に転校し
てきたのに、へんな男
子とコンビ結成！？…
なんでやねん！

　北はほっかいろ？南はチャー
シュー？おっきい
わ？まで。声に出し
て読むと笑える47都
道府県！だじゃれで
一気に47都道府県を
制覇しよう。

　4月23日からこども読書週間が始まっています。図
書室では、テーマ『笑顔のヒミツは本の中！』に合
わせ、こどもも大人も楽しめる絵本コーナーや笑顔
になれる読み物などの特別書架コーナーや工作会を
企画しました。ぜひ、来てください。

かんたん工作会
・日　時：５月９日㈯
・時　間：工作会　午前の部　10：00～11：00
　　　　　　　　　午後の部　13：30～14：30
　　　　　読み聞かせ　　　　11：00～11：30

『いろいろごはん』
山岡　ひかる／作・絵　くもん出版

　ほかほかごはん　ふっくらごはん。なにになるかな　いろ
いろごはん。おいしそうに炊けたごはんがいろいろ変身。の
りにコロコロ？フライパンにジュージュー？美味しそうな今
日のごはんはなんだろな？

（読み聞かせの目安　２歳から）

『かあさんどうして』
谷川　俊太郎／作　　　　　　
中村　悦子／絵　校正出版社

　おおきくなった子ウサギたちに旅だちの日が来た。かわをおい
かけて、きせつをこえて、うみのかあさんにあいにいく。谷川俊
太郎さんの詩に中村悦子さんのやさしい挿絵のついた親子の物語

（読み聞かせの目安　４歳から）

～読み聞かせおすすめ絵本～
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健康サポート

カロリー表 ( 参考例 )　※組み合わせを考えて食べましょう

～カロリーに気をつけよう～

上手な食べ方・選び方
NO 274　保健師・歯科衛生士・栄養士です

健康に関する質問やご相談は、下記まで

役場　福祉保健課　健康推進係
☎62︲2307

①毎食、主食、副菜、主菜、汁物を揃える
②牛乳・乳製品と果物は毎日適量
　朝、昼、夕の3食とも「主食」と「副菜」は必ず、「主菜」
は量に気をつけましょう。牛乳・乳製品と果物は、朝食
や間食などで、毎日とりましょう。

基本はバランス食を3食規則正しく

あなたに必要なカロリーは？

男性
　18～ 49歳� 2,250 ～ 2,300キロカロリー
　50～ 70歳以上� 2,100 ～ 1,850キロカロリー
作業量の多い方はプラス300キロカロリー

女性
　18～ 49歳� 1,700 ～ 1,750キロカロリー
　50～ 70歳以上� 1,650 ～ 1,450キロカロリー
作業量の多い方はプラス200キロカロリー

ご飯　※１食の望ましい分量

男性
　18～60歳：茶碗１杯半（250g)� 420キロカロリー
　70歳以上　：茶碗１杯（210g)� 350キロカロリー

女性
　20～60歳：茶碗１杯（200g）� 336キロカロリー
　70歳以上　：茶碗に軽く１杯（150g）�252キロカロリー

主菜
　目玉焼き：１個（Mサイズ50g）� 100キロカロリー
　鶏から揚げ：１個（40g）� 　85キロカロリー
　豚カツ：１枚（豚ロース100g）� 515キロカロリー
　豚肉の生姜焼き：１人分（100g）� 410キロカロリー
　焼さんま：こぶり１尾
　　　　　　（150g、正味98g）� 235キロカロリー

副菜
　かぼちゃ煮物：１人分（110g）� 137キロカロリー
　芋天ぷら：１人分（65g）� 230キロカロリー

※1日野菜必要量　350g
　　緑黄色野菜：150g�� 　40キロカロリー
　　淡色野菜：200g�� 　50キロカロリー

調味料　※大さじ１杯

　マヨネーズ：14g� 　98キロカロリー
　フレンチドレッシング：14g� 　50キロカロリー
　植物油類：13g� 120キロカロリー
　砂糖類：9g� 　35キロカロリー
　バター・マーガリン：8g� 　60キロカロリー

＋ ＋
副菜 主菜

汁物主食
※�１日必要量：牛乳200㎖
またはチーズ25g

※1日必要量：250g
(りんご半個程度)
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俳　

句

短　

歌

浜中桜北・佐々木勝美 さん （58歳）

熊牛東光・松崎　康麿 さん （67歳）

姉別第一・長谷川　弘 さん （87歳）

浜中桜西・成田　キヨ さん （87歳）

琵 琶 瀬・小野　幸香 さん （46歳）

茶内西円・菊地　　隆 さん （75歳）

霧多布一区・今井　志
し

保
ほ
ちゃん（裕一さん）

熊牛新生・梶原　梨
り

沙
さ
ちゃん（隆行さん）

茶 内 旭・永田　　萌
もえ
ちゃん（ 悟さん）

霧多布二区・金谷虎
とら

之
の

介
すけ
く ん（敦史さん）

冬
山
の
裾
野
に
ま
つ
わ
る
枯
れ
芒
す
す
き
こ
の
冬
越
ゆ
る
術
を
与
え
よ

松
永　

真
澄

（
茶　
　

内
）

　11月末現在（前月比）
●人　口：6,542人　　（－　８）
　　　男：3,171人　　（－　９）
　　　女：3,371人　　（＋　１）
●世帯数：2,479世帯　（－　３）

遺
し
た
き
言
葉
つ
れ
づ
れ
夜
に
紡
ぐ
凍
土
を
北
へ
ひ
た
走
る
汽
車

相
原　

睦
子

（
茶　
　

内
）

出
来
る
事
一
つ
ず
つ
増
え
幼
な
子
の
喜
び
増
し
て
母
も
嬉
し
や

二
瓶　

晴
子

（
茶
内
第
三
）

ふ
る
さ
と
の
亡
き
父
恋
し
正
月
は
神
仏
祀
り
子
わ
れ
ら
と
遊
び
ぬ

福
沢　

睡
蓮

（
茶　
　

内
）

　

師
走
上
旬
を
迎
え
、
俳
句
の
季
語
、「
冬
木
立
」
が
た
っ
ぷ
り
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
茶
内
」
の
町
は
ず
れ
か
ら
、
六
番
沢
丘
陵
地
へ
向
か
う
。

　

海
拔
〇
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
霧
多
布
湿
原
か
ら
、
段
階
的
に
分
厚
く
急

坂
の
森
林
地
帯
を
縫
っ
て
、
森
閑
と
し
た
樹
海
が
目
前
に
迫
る
。『
火
散

布（
停
）茶
内
車
線
』
の
案
内
板
よ
り
入
っ
た
。
空
高
く
、
道
東
の
古
典

的
な
二
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
を
誇
る
松
（
エ
ゾ
マ
ツ
や
ト
ド
マ
ツ
）

が
、
何
か
を
せ
わ
し
く
語
り
か
け
て
く
る
。
五
粁
米
ほ
ど
、
火
散
布
を

目
差
し
走
り
、程
な
く
『
い
っ
ぷ
く
の
松
』
の
案
内
板
が
目
に
と
ま
っ
た
。

　

目
前
の
松
は
、
と
ん
で
も
な
い
…
。
本
名
は
オ
ン
コ
、
又
の
名
は
ア

ラ
ラ
ギ
。
天
下
の
銘
木
で
あ
る
。

　

か
っ
て
こ
の
曲
折
の
多
い
台
地
の
砂
利
道
を
行
き
来
し
た
人
々
は
根

元
で
憩
い
、
に
ぎ
り
め
し

0

0

0

0

0

を
頬
張
り
、
水
筒
の
水
で
喉
を
潤
し
た
昔
話

を
今
も
大
切
に
伝
承
し
て
き
た
。
樹
高
は
一
三
メ
ー
ト
ル
、
松
の
胸
高

直
径
は
九
八
セ
ン
チ
、
推
定
樹
齢
は
四
三
〇
年
と
表
示
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
二
十
一
年
の
も
う
一
枚
の
案
内
板
に
は
、
足
許
に
ス
ク
ス
ク
元

気
に
育
つ
ト
ド
マ
ツ
の
幼
木
八
五
〇
本
も
表
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
（
ペ
ン
＆
ス
ケ
ッ
チ　
　

小
椋　

昭
三
）

吉
本　
　

弘

（
霧
多
布
）

吾
れ
生
き
る
迷
わ
ず
進
む
老
い
の
初は

る春
鈴
木　

徹
夫

（
霧
多
布
）

初
春
や
八
十
八
の
級と

も友
五
人

酒
井　

梅
子

（
茶　
　

内
）

初
鏡
齢
よ
わ
い
な
ら
び
て
母
恋
え
り

小
椋　

昭
三

（
暮
帰
別
）

湿
原
の
い
の
ち
を
秘
め
て
凍
つ
る
川

福
沢　

睡
蓮

（
茶　
　

内
）

風
邪
惹
く
な
犬
も
悲
し
む
と
息こ

は
案
ず

お く や み

ひとのうごき

風
船
ふ
た
つ
乗
っ
て
列
車
の
戸
は
閉
ま
る
や
が
て
降
り
ゆ
く
無
人
の
駅
に

松
館
ス
ミ
子

（
貰　
　

人
）

�

ご寄附ありがとうございます
暮 帰 別　スナックＹＯＵ　松本真智子さん　　　　　　　　　30,000円（一般寄附　浜中町津波災害義援金として）
茶内昭和　二瓶　昭さん　　　　　　　　　　　　　　100,000円（教育費寄附金として）
釧 路 市　釧路末広振興会　会長　石田博司さん　　　　　　　　200,000円（一般寄附　浜中町津波災害義援金として）
釧 路 市　阿寒共立土建㈱　代表取締役　阿部信之さん　　300,000円（一般寄附　浜中町津波災害義援金として）

中には樹齢430年のオンコ
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日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

はまなか行事カレンダー（１月）

○ 役場閉庁 ○ 役場閉庁 ○ 役場閉庁 ○ 役場閉庁 ○ 役場閉庁
○ 琵琶瀬小学校閉校記念

式典（琵琶瀬小学校　
９：00～）

○ 浜中消防団出初式（霧
多布市街・浜中消防庁
舎　９：45～）

文体農すＭ勤 文体農すＭ勤 文体農すＭ勤 文体農すＭ霧勤 文体農すＭ霧勤 文体農すＭ霧勤 霧勤
○ 浜中町成人式記念式典
（総合文化センター　
13：30～）

○ 健康教室〔茶内市街〕
（茶内コミュニティセン
ター　10：00～11：30）

○ 健康教室〔琵琶瀬〕（琵
琶瀬住民センター　
10：00～11：30）

○ 地区館子どもかるた大
会〔本館地区〕（総合
文化センター）

○ 楽しく上手になる！ス
ケート教室（町民スケー
トリンク　13：00～）

○ 健康教室〔茶内第一〕
（ 茶 内 第 一 住 民 セ ン
ター　10：00～11：30）

○ 健康教室〔姉別南〕（姉
別農村環境改善セン
ター　13：30～15：00）

○ 霧多布高校始業日 ○ 絵本らんど・おはなし
タイム（総合文化セン
ター図書室　11：00～）

○ 地区館子どもかるた大
会〔茶内地区〕（茶内
第一小学校）

Ｍ霧勤 体農すＭ霧勤 文体す霧 霧 霧 霧 霧勤
○ 健康教室〔茶内第三〕
（茶内第三母と子の家
　10：00～11：30）

○ 健康教室〔円朱別〕（円
朱別会館　13：30～15：
00）

○ ３学期始業式（町内小・
中学校）

○ 健康教室〔姉別北〕（姉
別寿の家　10：00～11：
30）

○ げんきっずくらぶ（母
子健康センター　９：
30～11：30）

○ １歳６ヶ月・３歳児健診
（茶内コミュニティセン
ター　10：30～11：00）

○ 幼児スケート教室（総
合体育館・町民スケー
トリンク　13：00～）

Ｍ霧勤 文体農すＭ霧 霧 霧 霧 霧 霧勤
○ 健康教室〔散布〕（漁

村センター　10：00～
11：30）

○ 健康教室〔西円朱別〕
（西円朱別農民研修セ
ンター　10：00～11：30）

○ ハツラツ倶楽部わっ
はっは（総合文化セン
タ ー　10：00～11：30、
茶内コミュニティセン
ター　13：30～15：00）

○ むし歯予防教室（母子
健康センター　10：00
～11：00）

○ 小学生むし歯予防教室
（母子健康センター　
15：00～17：00）

○ 風呂の日（ゆうゆ）

○ 絵本らんど・おはなし
タイム（総合文化セン
ター図書室　11：00～）

○ 男の料理教室（農業者
トレーニングセンター
　10：00～12：00）

○ 地区館子どもかるた大
会〔姉別地区〕（姉別農
村環境改善センター）

Ｍ霧勤 文体農すＭ霧 霧 霧 霧 霧 霧勤
○ 町民スケート大会（町

民スケートリンク　
８：30～）

Ｍ霧勤 文体農すＭ霧 霧

●表下段は休業・休館のお知らせです。各記号は下記の施設と対応しております。
　文…総合文化センター　体…総合体育館　農…農業者トレーニングセンター　す…すくらむ21
　Ｍ…ＭＯ－ＴＴＯかぜて　霧…霧多布湿原センター　勤…勤労青少年ホーム

１月あそびのひろば日程
毎週…㊊㊋㊍㊎　　９：00～12：00
　　　　　　　　　（霧多布保育所内子育て支援センター）
毎週…㊊㊋㊌㊍㊎　14：30～16：30　
　　　　　　　　　（霧多布保育所内子育て支援センター）
毎週…㊌　　　　　10：00～12：00　
　　　　　　　　　（茶内コミュニティセンター）※コミセン使用時はお休み
※�11日㈬は「おもちつき会」を行います！12月29日㈭～１月６日㈮は年末・年始お休みで、
霧多布は１月10日㈫、茶内は１月11日㈬から始まります。

●役場からの伝言板●
◦�浜中町防災行政無線で放送した内容を確
認したい場合は、『☎62-5333』へ電話
してください。24時間以内の放送内容を
聞くことができます。


